授業アンケート〔Grapesの活用について〕　　　　　　　　2005.7.7
　関数の学習で，数時間Grapesという関数グラフ描画ソフトを使って授業を行いました。これについて今後の活用方法の参考とするために，アンケート調査を行いました。

回答者は，９名（1名欠席）です。

1． 教科書P68『２次関数（１時間目）』(6/7)，y=ax2の形・軸・頂点等の確認をした後，x2の係数aの値を正から０，負に変化させてグラフの形の変化の様子を見ました。①
（1）①の画面の様子を覚えていますか?
ア　はい　8名
    イ　いいえ　1名

（2）①のように，2次関数の比例定数aを変化させたときのグラフの様子を見て感じたことを，何でもよいので書いてください。

	· どのように変化するのかが分かりやすかった。正と負もはっきりする。

· 動きがあったので分かりやすかった。

· 規則的に動いていたので，とてもおもしろかった。

· きれいな線だなと思った。

· おもしろい♪
· 黒板より速いし分かりやすいと思った。
· 先生の説明を聞きながらグラフが動いていたので，授業のときは分かりやすかったけど，その後自分で考えたらよく分からなくなってしまって混乱してしまいました。

· その時は分かったけれど，今は分からない。


2． 教科書P70，71の『y=a x2+q①，およびy=a (x+p)2②のグラフ』(6/7,6/8)について，

（1）①のqを+1，+2，…，-1，-2，…と，変化させたとき，グラフがどう変化するかは，

ア　印象に残った　9名

イ　あまり印象に残っていない　0名

（2）グラフが何故そのように変化するのかという理由は，

ア　理解できた
7名

イ　よく理解できなかった　1名
　

ウ　どちらとも言えない　1名

（3）②のpを+1，+2，…，-1，-2，…と，変化させたとき，グラフがどう変化するかは，

ア　印象に残った　9名

イ　あまり印象に残っていない　0名

（4）グラフが何故そのように変化するのかという理由は，

ア　理解できた
8名

イ　よく理解できなかった　1名

ウ　どちらとも言えない　0名

（5）①および②の式とグラフの関係を今回のようにGrapesを使って調べた授業についての感想や意見があったら書いてください。

	· いくつ増やす（減らす）と，どこに何個動くのかが分かりやすかった。
· グラフがどう動くのかが，いろいろな値をつけて見られたので分かりやすかった。

· １．でも思ったんですが，動きがある方が良いので是非活用させてください。

· 黒板や教科書では分かりにくいことも，見て分かるのでおもしろいです。

· 分かりやすかったと思う。

· もっと使って欲しかった。グラフの動きや形や場所が分かって理解しやすかった。

· その時は理解できなかった(質問(4))けど，勉強していたときにコンピューターを思い出して，「あ、やった！！」と思って，その問題が解けた。
· (2)で｢どちらとも言えない｣って答えたのですが，授業のときは理解できたけど段々分からなくなってきてしまったということです。


3． 教科書P80の『2次関数の最大値・最小値（定義域に制限がある場合）』(6/18)の学習について質問します。

（1）Grapesで定義域の範囲をいろいろな場合に変えながら，最大値・最小値を求めましたが，このときのPCの使用についてどう思いますか。

ア　分かりやすくてよい  8名 
イ　特に分かりやすいとは思わない　1名

ウ　どちらとも言えない　0名

（2）定義域がある場合の最大値・最小値は，

ア　理解できている　6名

イ　よく理解できていない　1名

ウ　どちらとも言えない　2名

4． 教科書P81の『例題26　定義域に文字定数を含む場合の最大値・最小値』(6/18)の学習について質問します。

（1）Grapesで定義域の範囲をいろいろな場合に変えながら，最大値・最小値を求めましたが，このときのPCの使用についてどう思いますか。

ア　分かりやすくてよい　7名

イ　特に分かりやすいとは思わない　1名

ウ　どちらとも言えない　1名

（2）このとき使用したプリントは，学習に役に立ちましたか？

ア　役に立った　8名


イ　あまり役に立たなかった　0名

ウ　どちらとも言えない　1名

（3）定義域に文字定数を含む場合の最大値・最小値は，

ア　理解できている　4名

イ　よく理解できていない　4名

ウ　どちらとも言えない　1名

＊以上で終わりです。
アンケート調査結果について

１．２．「2次関数とそのグラフ」について

　コンピューターを使う良さは，見せたいと思うグラフが直ちに描けることと，パラメーターを変化させてグラフを動かすことができることである。その反面，その場で目の前に出された画面をただ見るだけに終わる受身的な学習をしてしまうと，その場では分かった気になって，あとで何をやったのか分からなくなってしまうのではないかと心配する声を聞くことがある。

　前者の良い点は，今回の実践でも生徒の回答結果から検証することができると思う。このアンケートは，2次関数の学習をひととおり終え，最初の授業実施から約1ヶ月経った期末考査終了後に行った。それにもかかわらず，Grapesを使って見た画面や，学習した内容を『印象に残った』として，ほぼ全員が覚えていた。また，形の変化・平行移動というグラフの動きと，式の中のパラメーターとの関係を調べる学習において，生徒はPCを使う良さを実感できたのではないかと思う。

　次に，後者の弱点と思われることについてであるが，結論から言うとこれは「コンピューターを使った授業だけがもつ弱点ではない」と思うのである。少しさかのぼるが，私がGrapesを授業で使おうと思った動機の一つは，とにかく数学は苦手で嫌いで授業に参加しない生徒に，興味をもたせて授業に参加させたいということであった。（それともう一つは，Grapesを見て素直に自分が受けた感動が忘れられないからである。今まで表せなかった数学のおもしろさを生徒に伝えることができるのではないかという，わくわくした気持ちが推進力であるともいえる。）そして，数学に対して大変苦手意識を持った生徒の学習の助けになった例〔中学3年2次関数〕や，授業に参加できない生徒が授業に参加できた例〔不等式の領域【改訂版】等〕では，それぞれ所期の目的をある程度達成することができたように思う。しかし，「授業に参加できない生徒が授業に参加できた例」のときに，生徒が「授業のときはおもしろいし分かるけど，あとで自分でやろうとすると分からなくなる。」と言うのを聞くと，かつては「PCを使うとその場だけになってしまうのか」と壁があるように感じられ悩んだ。

しかし，PCを使った授業であっても，そうでなくても，どれだけ受身ではなく，生徒自身が授業を理解しようとして取り組んだのかによって，その授業の成果は変わってくるのではないか。授業中に黒板に書かれた説明を聞いて分かったと思っても，次に自分で問題を解くときになると分からなくなるということは，生徒はよくある事である。PCを使うときも同じではないか。PCによる説明を見て，分かったと思っても，そのときの自分に問題意識があり，それが説明できたという思いがないと，後には残らないと思うのである。今回のアンケートで『その時は理解できなかった(質問2.(4))けど，勉強していたときにコンピューターを思い出して，「あ、やった！！」と思って，その問題が解けた。』と書いている生徒の感想を見て，Grapesで見た印象的なグラフの動きが，その後の理解の助けになっていることが分かる。つまり，乱暴な表現かもしれないが，「PCを使う」＝「理解の定着にならない」ということではないと考える。

PCは理解を助ける一つの手段として，大きな可能性を持っていると思う。大切なのは，授業を理解しようとする生徒の意欲である。目の前にいる生徒にどのようにアプローチをするか，常に難しい問題である。
３．４．「２次関数の最大値・最小値」について

　ここでも，定義域をいろいろと動かしたときの最大値・最小値を調べるために，PCを使ったことは分かりやすかった・良かったという生徒は多い。また，いろいろな場合を調べる学習について，その内容を記録するプリントはあった方が良いという生徒が多い。

「特に分かりやすいとは思わない」が１名いるが，その生徒に理由を聞いてみると，黒板に書いて説明してもらう方が自分としては良いということであった。確かに，定義域に制限がある最大値・最小値はいろいろな場合に場合分けをして考えることになるので，黒板を使ってゆっくり時間をかけて説明して欲しいと思う生徒もいると思う。導入時はいいとしても，最終的には黒板がいいという生徒の気持ちも大切にしたい。PCと黒板を適切に使い分けることが大事だと思う。

　アンケート結果から「定義域に文字定数を含む場合」の問題は，やはり難しいといえる。しかし，パラメーターの変化があるので，問題の意味をとらえるためにGrapesを使った説明は分かりやすかったようである。このあと（次の時間など）問題演習にもう少し時間が取れればよかったと思う。

